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中
大
紛
争

　

一
九
六
九
（
昭
和
四
十
四
）
年
一
月
十
三
日
に
開
催
さ
れ
た
評

議
員
会
は
、
全
学
ス
ト
ラ
イ
キ
の
原
因
と
な
っ
た
常
置
委
員
会
の

廃
止
を
決
定
し
た
。
こ
れ
を
契
機
と
し
て
、
大
学
側
は
封
鎖
解
除

と
卒
業
・
入
学
試
験
の
実
施
を
目
指
し
た
が
、
そ
の
過
程
は
全
中

闘
（
全
学
中
央
闘
争
委
員
会
）
と
の
全
面
的
対
立
と
混
乱
の
う
ち

に
進
行
し
た
。

　

全
中
闘
の
運
動
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
常
置
委
員
会
撤
廃
、
学
生
会

館
単
独
管
理
運
営
権
の
承
認
と
運
営
費
凍
結
解
除
、
代
々
木
寮
学

生
管
理
の
承
認
の
三
点
と
さ
れ
、
結
成
と
同
時
に
ス
ト
権
を
確
立

し
て
自
治
会
機
能
を
吸
収
し
、
前
年
十
二
月
十
四
日
よ
り
全
学
バ

リ
ケ
ー
ド
ス
ト
ラ
イ
キ
に
突
入
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

常
置
委
員
会
の
廃
止
に
よ
り
事
態
は
収
拾
に
向
か
う
は
ず
で

あ
っ
た
が
、
全
中
闘
の
主
張
は
「
常
置
委
な
き
常
置
委
体
制
」
打

破
へ
と
発
展
し
、
自
民
党
素
心
会
系
（
保
利
茂
系
）
に
連
な
る
永

山
評
議
員
会
議
長
系
評
議
員
三
〇
人
の
罷
免
と
大
学
理
事
・
監
事

の
総
退
陣
を
要
求
す
る
に
至
っ
た
。

　

同
年
二
月
八
日
、
大
学
側
と
全
中
闘
と
の
第
四
回
大
衆
会
見
が

開
催
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
学
生
会
館
問
題
と
代
々
木
寮
問
題

に
関
す
る
確
認
書
が
取
り
交
わ
さ
れ
た
も
の
の
、
永
山
系
評
議
員

辞
任
の
件
・
理
監
事
総
退
陣
期
日
の
件
に
つ
い
て
は
平
行
線
を
た

ど
っ
た
。
全
中
闘
は
、
常
置
委
員
会
問
題
を
政
府
与
党
自
民
党
の

文
教
政
策
に
対
応
し
て
中
央
大
学
を
帝
国
主
義
的
に
再
編
す
る
た

め
の
措
置
と
と
ら
え
、
推
進
派
評
議
員
の
追
放
な
く
し
て
問
題
は

解
決
し
な
い
と
い
う
立
場
を
と
っ
た
の
で
あ
る
。

　

学
内
問
題
を
政
治
問
題
と
リ
ン
ク
さ
せ
て
位
置
づ
け
よ
う
と
す

る
姿
勢
は
、
同
年
一
月
の
東
大
安
田
講
堂
攻
防
戦
や
神
田
カ
ル

チ
ェ
ラ
タ
ン
闘
争
な
ど
に
み
ら
れ
る
全
共
闘
運
動
の
影
響
を
強
く

受
け
た
も
の
で
あ
り
、「
大
学
解
体
」
論
へ
と
発
展
す
る
過
程
で

学
園
の
永
続
的
バ
リ
ケ
ー
ド
と
全
国
闘
争
化
を
も
っ
て
体
制
の
変

革
を
目
指
す
方
向
へ
と
展
開
し
て
ゆ
く
。
そ
の
運
動
方
針
は
、
大

学
側
と
全
中
闘
と
の
妥
協
を
不
可
能
な
も
の
と
し
て
い
っ
た
。

　

同
年
二
月
十
五
日
か
ら
十
六
日
に
か
け
て
開
催
さ
れ
た
教
授
会

と
の
大
衆
会
見
で
両
者
の
交
渉
が
決
裂
し
た
。
卒
業
・
入
学
試
験

の
実
施
を
求
め
て
封
鎖
解
除
を
主
張
し
た
教
授
会
の
提
案
が
一
般

学
生
と
日
共
系
夜
間
部
自
治
会
闘
争
委
員
会
か
ら
支
持
さ
れ
た

際
、
全
中
闘
は
夜
自
闘
争
委
員
会
を
実
力
で
排
除
し
、
闘
争
組
織

か
ら
の
除
名
を
強
行
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
乱
闘
事
件
を
契
機
と
し
て
大
学
側
は
交
渉
継
続
を
断
念

し
、
二
月
十
九
日
機
動
隊
を
導
入
し
て
バ
リ
ケ
ー
ド
の
撤
去
に
踏

み
切
り
、
同
月
末
よ
り
学
外
入
試
を
実
施
、
四
月
二
十
日
に
は
練

馬
グ
ラ
ン
ド
に
て
初
の

全
学
集
会
を
開
催
し
て

授
業
再
開
を
確
認
す
る

こ
と
と
な
る
。

　

他
方
、
反
日
共
系
全

中
闘
は
闘
争
継
続
を
譲

ら
ず
、
入
試
や
授
業
再

開
へ
の
妨
害
・
実
力
阻

止
闘
争
を
展
開
し
た
た

め
、
こ
れ
以
降
翌
年
に

か
け
て
学
内
は
バ
リ

ケ
ー
ド
と
ロ
ッ
ク
ア
ウ

ト
が
断
続
的
に
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　

分
裂
以
降
の
全
中
闘
は
、
ブ
ン
ト
・
M 

L
派
・
革
マ
ル
派
な
ど

の
セ
ク
ト
勢
力
と
サ
ー
ク
ル
系
の
ノ
ン
セ
ク
ト
勢
力
の
連
合
体
と

な
り
、
沖
縄
闘
争
・
ア
ス
パ
ッ
ク
粉
砕
闘
争
な
ど
の
街
頭
運
動
を

経
て
九
月
五
日
の
全
国
全
共
闘
結
成
へ
と
結
び
つ
い
て
い
く
が
、

学
内
で
は
大
学
側
に
よ
る
代
表
権
不
承
認
、
日
共
系
学
生
運
動
と

の
抗
争
、
一
般
学
生
の
遊
離
な
ど
の
要
因
に
よ
り
徐
々
に
影
響
力

を
低
下
さ
せ
、
闘
争
本
部
も
学
生
会
館
か
ら
明
治
大
学
へ
と
移
さ

れ
た
。
さ
ら
に
、
全
中
闘
内
部
の
路
線
対
立
は
セ
ク
ト
間
の
「
内

ゲ
バ
」
と
し
て
激
し
く
な
り
、
つ
い
に
事
実
上
の
解
体
を
迎
え
る

の
で
あ
る
。

　

全
学
的
な
闘
争
組
織
と
し
て
結
成
さ
れ
た
全
中
闘
は
、
全
国
闘

争
化
の
過
程
で
解
体
し
た
。
し
か
し
こ
の
間
、
学
内
で
は
闘
争
に

参
加
し
た
昼
間
部
自
治
会
が
次
年
度
自
治
委
員
選
挙
を
行
え
な

か
っ
た
た
め
に
解
体
し
、
学
友
会
四
連
盟
も
正
規
の
中
央
委
員
会

を
開
催
で
き
な
い
ま
ま
サ
ー
ク
ル
室
利
用
を
禁
止
さ
れ
て
い
た
。

さ
ら
に
は
、
白
門
祭
の
開
催
も
不
可
能
と
な
り
、
そ
の
開
催
を
め

ぐ
る
新
た
な
対
立
を
生
み
出
す
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
残
さ

れ
た
の
で
あ
っ
た
。
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全
中
闘
の
解
体

練馬グランドでの全学集会


